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１．WT・ベンダ分科会の検討範囲

○ 第６回合同WTで検討する範囲は以下です。

No 検討の論点 見直しの契機 公開方法 公表時期 関連個所

１ 【全体】後期高齢支援システム標準仕様書の方針を踏まえた見直し

制度改正以外 正誤表 R６年８月

２頁

２ 【全体】障害者福祉システム標準仕様書の改版を踏まえた見直し ３頁

３ 【全体】標準化PMOツール等からのご意見・ご質問等を踏まえた見直し ４頁

４ 【全体】事務局にて認知した修正点 ５頁

５ 【予防接種】予防接種事務デジタル化対応

制度改正 ３．０版 R６年８月

６-10頁
資料５

６ 【予防接種】五種混合ワクチン、新型コロナワクチンの定期接種化対応 11頁

７ 【母子保健】母子保健情報連携対応（R５実証事業の範囲）
12-14頁
資料６

８ 【母子保健】出産・子育て応援交付金対応 15-16頁

９ 【予防接種】予防接種事務デジタル化対応（継続検討があれば）

制度改正 ３．１版 R７年１月
10月WTで
提示

10 【母子保健】母子保健情報連携対応（R５実証事業以外の範囲）

11 【母子保健】出産・子育て応援交付金対応（Ｒ６年８月改定以外の範囲）

12 児童福祉法等の一部改正（児童福祉関係事業の追加）
こども家庭センターの設置等に伴い、システムで必要とされる機能等について検討。

制度改正 未定

正誤対応分は、

赤字で反映しています

制度改正対応分は、

緑字で反映しています



１．【全体】後期高齢者医療システム標準仕様書の方針を踏まえた見直し

○ 後期高齢者医療システムにおいては、被保険者情報は広域連合のシステム情報を連携することを原則とし、
庁内システムとのデータ連携は実装オプションと整理されている。
健康管理システムとしては、標準仕様書1.1版ベースで検討が進められているところ、連携要件をIFから変更
するのは影響が大きいと想定されるため、広域連合との連携を実装オプションとして追加を行った。また、後期
高齢との整合性を考慮し、広域連合連携を実装する場合は、庁内連携（連携要件による連携）はオプション要件
とできるよう、修正を行った。

・後期高齢1.2版の機能要件
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２．【全体】障害者福祉システム標準仕様書の改版を踏まえた見直し

○ 令和６年３月に改版された障害者福祉システム標準仕様書にて、健康管理システムとして障害者福祉の機能を
導入している場合、情報を照会できる要件が追加されたため、対となる情報提供要件を追加した。
※本編にて、障害者福祉システムより切り出す機能要件として指定している機能ID0220030等も存在するが
機能要件および連携要件上、明確に1:1となるような形としている。

・障害者福祉3.0版の機能要件

○ 令和６年３月に改版された障害者福祉システムの仕様書にて、自立支援医療（育成医療）の他業務システム
への情報提供機能が追加されているため、障害者福祉システム共通から
切り出す機能要件に追加を行った。

・障害者福祉3.0版の機能要件
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No 修正概要 修正箇所

1

母子保健の訪問について、カウプ
指数およびパーセンタイルの管
理項目が存在するが、自動計算
要件が存在しなかったため、訂正
を行った。

２

歯周疾患一次検診において、歯
周病検診マニュアルでは、要指
導と要精密では判定理由が記載
されているため、管理項目として
追加を行った。

３．【全体】標準化PMOツール等からのご意見・ご質問等を踏まえた見直し

○ 標準化PMOツールでいただいたご意見のうち健康管理システム標準仕様書へ修正が必要と判断した内容に

対して仕様書を修正した。

■修正例
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４．【全体】事務局にて認知した修正点

○ 予防接種法施行規則の様式第三について、当初は新型コロナのみに対応したレイアウトであったため

標準仕様外と整理していたが、現時点では汎用的なレイアウトとなっているため、追加を行った。

○ その他、軽微な訂正を行った。

※詳細は正誤表をご参照ください。

他の予防接種の帳票とあわせ
て、既存要件（日本語版）と
は別の機能IDとしている。

○ 乳幼児健診では、管理項目「胸囲」が2.0版で削除されたが、関連する記載が残っていたため削除を行った。

○ 歯周疾患一次検診の歯式について、歯周病マニュアルの健診票と項目名が異なっていたため修正した。

また、歯周病マニュアルのエビデンス表記にゆらぎがあったため、統一を行った。
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５ ． 【予防接種】予防接種事務デジタル化対応①

○予防接種事務デジタル化の全体像は、厚生労働省における「予防接種事務デジタル化等事業」で検討されて
いる。

○健康管理システム標準仕様書【第3.0版】案への反映は、令和５年度に上記事業で制定された、業務要件定義
書2.0版を参考としている。

○ 標準仕様書への反映方針は、以下のとおりである。

■業務フロー（別紙１）について
①業務要件定義書の健康管理システ
ムが関連するフローを洗い出し

②該当する業務フローを中心に、健
康管理標準仕様書の業務フローを作
成した。
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５． 【予防接種】予防接種事務デジタル化対応②

■機能・帳票要件（別紙２-１）について

業務要件定義書のフロー上のタスクが、標準仕様書の
どの機能か判別できるように、IDを記載している。
（全国意見照会前に、019～の番号体系に採番する）

業務要件定義書と標準仕様書で相違の
ある部分は、補足を追加している。

業務要件定義書（業務フロー）

標準仕様書（機能・帳票要件）
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５ ． 【予防接種】予防接種事務デジタル化対応③

■管理項目（別紙２-２）について

業務要件定義書（管理対象情報）

標準仕様書（管理項目）

業務要件定義書の管理対象情報一覧を参考に、健康管
理標準仕様書の管理項目を修正を行った。
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５ ． 【予防接種】予防接種事務デジタル化対応④

○令和６年６月24日開始予定の全国意見照会までに、IF毎の連携項目案が分かる資料を別添予定である。

○当該資料を標準仕様書に反映した後、全国意見照会を行う予定である

・6/6WT時点では、IF名は未記載
・6/24の全国意見照会に向けてＩF名を記載し、連携
項目は別添を参照するかたちとする予定。

・6/6WT時点では、補足を記載
・6/24の全国意見照会では補足を削除
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５ ． 【予防接種】予防接種事務デジタル化対応⑤

○ 業務要件定義書2.0版から3.0版への更新に伴う対応については、以下の流れを予定している。

①WT・ベンダ分科会
6/6

②全国意見照会
6/24～7/9

③WTベンダ分科会
8/5

④親会
8/28

⑤3.0版
公表

6月 7月 8月

業務要件定義書
3.0版

○標準仕様書のベースとしている資料
・業務要件定義書2.0版

○ 業務要件定義書3.0版の制定を受け、健康管理標準仕様書【第3.0版】案に
差分反映を行った標準仕様書を、全国意見照会版とする予定である。

○ （新規採番）としている機能IDの採番は、当タイミングで実施する。

○標準仕様書のベースとする資料
・業務要件定義書３.0版
・連携項目案
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６．【予防接種】五種混合ワクチン、新型コロナワクチンの定期接種化対応

○ 令和６年４月から、五種混合ワクチンおよび新型コロナワクチンが定期接種となったため、本編の予防接種
分野の標準化範囲事業を修正した。

○ 臨時接種制度（新型コロナウイルス感染症に係る予防接種の実施に関する手引き、VRS 等）に基づく記載を
全体的に削除した。

新型コロナワクチンを
定期接種の枠外から枠内
へ移動

四種（二種）混合とHibを統合、
五種（二種）混合に修正

・VRS用のファイル作成要件を削除
・「新型コロナワクチンの接種券」
に関する記載を削除

＜削除の一例＞
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７．【母子保健】母子保健情報連携対応（R５実証事業の範囲）①

○ 令和５年度のPMH実証事業の結果を踏まえて、機能・帳票要件（別紙２－１）、管理項目（別紙２－２）の
見直しを行った。

■機能・帳票要件（別紙２－１）【共通】 ※修正イメージ

・2.0版時点の機能要件を削除

・2.0版時点の機能要件を詳細化
した形で追記
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７．【母子保健】母子保健情報連携対応（R５実証事業の範囲）②

○ 令和５年度のPMH実証事業の結果を踏まえて、機能・帳票要件（別紙２－１）、管理項目（別紙２－２）の
見直しを行った。

■機能・帳票要件（別紙２－１）【母子保健】妊産婦管理  ※修正イメージ

■機能・帳票要件（別紙２－１）【母子保健】乳幼児管理  ※修正イメージ

・PMHとのAPI連携仕様に沿い、
自治体別乳幼児健診IDの管理を追加

・PMHとのAPI連携仕様に沿い、
自治体別受診券IDの管理を追加
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７．【母子保健】母子保健情報連携対応（R５実証事業の範囲）③

○ 令和５年度のPMH実証事業の結果を踏まえて、機能・帳票要件（別紙２－１）、管理項目（別紙２－２）の
見直しを行った。

■管理項目（別紙２－２）【母子保健】妊産婦管理  ※修正イメージ

■管理項目（別紙２－２）【母子保健】乳幼児管理  ※修正イメージ

・PMHとのAPI連携仕様に沿い、
自治体別受診券ID、その他健診項目
等の管理を追加

・PMHとのAPI連携仕様に沿い、
自治体別乳幼児健診ID、その他
健診項目等の管理を追加
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８．【母子保健】出産・子育て応援交付金対応①

○以下の内容でこども家庭庁成育局成育環境課にて検討中。

※令和６年２月22日こども家庭庁 成育局 成育環境課 出産・子育て応援交付金の 制度化についての自治体説明会より抜粋

・妊婦のための支援給付（出産・子育て応
援ギフト）については3.0版、妊婦等包括相
談支援事業（伴走型相談支援）については、
3.1版で対応予定。

○「こども未来戦略」（令和５年12月閣議決定）に基づき、出産・子育て応援交付金の制度化の検討が進められている。
（施行は令和７年４月１日を予定）

〇出産・子育て応援交付金については、「こども政策DXの推進に向けた当面の取組方針（令和５年３月29日こども政策DX推進 チーム）」
において、デジタルを活用した自治体間連携を行う方向性が盛り込まれ、検討を進めてきたところ。
○伴走型相談支援による面談等の相談記録や、出産・子育て応援ギフトの支給記録に係る自治体間での情報連携については、本事業
を法律に位置づけ、番号法等においてもマイナンバーを活用した情報連携を実施可能な事務として本事業に係る事務を位置づけた上
で、マイナンバーを用いた既存の国統一基盤（情報提供ネットワークシステム）を活用した自治体間の情報連携システムの構築等を検
討する予定。
※個人情報保護法との観点で、本人同意の取り方や同意の問題をクリアした上で、自治体間で共有すべき情報の内容（どこまでの情報
を連携するか）等について、併せて検討・整理していく予定。
⇒情報連携が必要と考える項目を健康管理システムの標準化項目とし、 NWSを活用して中間サーバーを経由し、自治体間の情報
連携を行う。
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８．【母子保健】出産・子育て応援交付金対応②

○ 妊婦のための支援給付支給情報の管理について、機能・帳票要件（別紙２－１）、管理項目（別紙２－２）への
追加を行った。

■機能・帳票要件（別紙２－１）【母子保健】妊産婦管理  ※修正イメージ

■管理項目（別紙２－２）【母子保健】妊産婦管理  ※修正イメージ

・妊婦のための支援給付支給状況
について、機能要件を追加。

・妊婦のための支援給付支給状況
について、管理項目を追加。

・適合基準日については関係省庁
と調整中のため未規定としている。
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